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呉市・広島大学 Town ＆ Gown 構想
海洋文化都市くれ推進協議会 設立総会 記念講演

海洋リモートセンシングの
現状と将来像

広島大学大学院先進理工系科学研究科
輸送・環境システムプログラム

〇作野裕司
sakuno@hiroshima-u.ac.jp
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近年のリモートセンシング技術の進歩と役割

1957年10月 世界初の人工衛星打ち上げ
（スプートニク，旧ソ連）

1972年7月 米国衛星Landsat-1打ち上げ
1987年２月 日本初地球観測衛星MOS打ち上げ

： ：
2011年3月 東日本大震災発生

（以降，ドローンが急速に発達）
2013年2月 Landsat-8打ち上げ

（無料，16日周期，30m解像度）
2014年4月 Sentinel-1（SAR）打ち上げ

（無料，10日周期，10m解像度）
2018年6月 全国X-rain稼働

（無料， 1分周期，250ｍ解像度）
2018年7月 西日本豪雨発生

（広域災害把握の技術発展）
2019年12月 新型コロナウィルス発生

（非接触検査の技術発展）
近年，急速なAI，クラウド技術，５Gなどの発展

＜リモートセンシングとは・・＞
英語のRemote Sensingが由来．日本語では
非接触計測の意味．略称：リモセン(RS)

https://www.youtube.com/watch?v=_3F1LM2kDaQ

参考：田口仁（防災科研）衛星リモートセンシン
グによる早期・広域被災状況把握技術の研究開発
，防災学術連携帯第14回Web研究会発表資料．

災害直後の衛星データの役割

西日本豪雨などの経験では，発災後2
週間くらいの衛星情報でもかなり貴重
だったが，現在，災害発生後2時間後
の衛星データ利用が国の目標．

現在（数日～1週間）

発災 観測要求 衛星観測・
データ提供

将来（２時間以内）

発災 衛星観測・
データ提供
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呉市・広島大学 Town ＆ Gown構想における
リモートセンシング技術の貢献
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応用事例① 衛星を使った栄養塩経路の推定

Jan. 3, 2014

Log Chl.a

福山
尾道

三原

今治

新居浜

丸亀

坂出

倉敷

←呉

5km

Log Chl.a

栄養塩の管理：近年問題となっているノリの色落ちの原因とされる栄養塩供給の
モニタリングを衛星海色センサによって行う技術．
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応用事例② 衛星を使ったブルーカーボン評価

藻場・干潟の保全など：ブルーカーボン評価に必要な藻場面積や種類を衛星データ
を使って適切に評価・管理する技術．
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応用事例③ 衛星とAIを使った赤潮予測

＜共同研究先＞
東京海上ホールディングス(株)・・保険会社
(株)ハイドロ総合技術研究所・・情報コンサル
(株)アクセルスペース・・衛星ビジネス会社

水産業への生産性向上：カキやノリの養殖などに影響を与える赤潮の早期把握を衛星デー
タとAIを使って予測する技術．

出典：作野裕司*，川村雅之，川崎浩司，渡辺啓生，後藤綾児：AI と Sentinel-2 を活用した Himawari-8 による有明海
・八代海の高頻度赤潮予測. 土木学会論文集 B2 (海岸工学), Vol.78(2), pp.I_1033-I_1038，2022.11.



Transportation and 

Environmental Systems

Graduate School of Eng..

Hiroshima University

7

応用事例④ 衛星を使った海洋プラスチック探査

ベイサイドビーチ坂での野外実験の様子

砂 流木 ペットボトル ビールケース

＜海洋プラスチック関連の公表文献＞
●作野裕司, 森本雅人(2018)海岸のプラスチックゴミ検出の
ための近赤外分光反射率特性と衛星からの検出可能性. 土
木学会論文集 B2 (海岸工学), 74(2), I_1471-I_1476.

●作野裕司（2021）6.5海洋プラスチックごみ問題，海洋
へのいざない（第2版），日本船舶海洋工学会発行，88-
89．

●作野裕司（2021）2.1.2(d)海洋プラスチック．人工衛星
を利用した海洋の可視化の推進に向けた調査報告書，笹川
平 和 財 団 ． https://www.spf.org/global-
data/opri/visual/rep02_wvis_search.pdf

●作野裕司（2021）海洋プラスチック・流れ藻に関するリ
モートセンシングの現状と今後の展望，シンポジウム「海
洋観測におけるリモートセンシングの活用の今後」（笹川
平和財団主催），招待講演.

※その他：広島県内の高校生（安田女子高校，2018）への
海洋プラ研究指導，海洋プラに関する模擬授業(依頼)実施
（武田中学校・高校， 2022）した．

衛星データから抽出された広島市のプラスチック分布

海洋プラスチックごみ対策：衛星やドローン
などに積んだ近赤外カメラを使った海洋プラ
スチック探査技術．
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応用事例⑤ 降雨レーダXrainによる土砂災害予測

西日本豪雨時（7月6日8時から7月7日7時までの1時間間隔雨量指数R'時系列マップ

東広島
広島

呉

熊野町大原ハイツ付近の例

中井(復建調査設計)・海堀(広大)らが
開発した新しい雨量指標R’の概念図

気候変動対策：地球温暖化に関連した近年頻発する豪雨による
土砂災害の予測（安全・安心の街づくりなどにも貢献）．
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その他の応用事例（地元企業との共同研究例）：
衛星を使った航路上の波高分布推定

有義波高(m)

外洋航路例（日本～オーストラリア～ブラジル～フランス）

日本

オーストラリア
喜望峰

ブラジル

フランス

成果：衛星データを使った航路上の波高分布推定（船舶燃費軽減への貢献）．

常石造船との共同研究成果の一部
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広島における海洋教育フォーラムの開催

開催

都市

1 第6回 2014/2/26 呉市 海洋エネルギー発電 6 - 土井

2 第10回 2014/11/29 広島市 瀬戸内海の環境と津波 4 - 土井

3 第18回 2015/12/12 呉市 海洋リモートセンシング 4 40 作野

4 第26回 2016/12/10 広島市 瀬戸内海の水産 4 54 作野

5 第39回 2017/12/2 広島市 瀬戸内海の環境 4 54 作野

6 第49回 2018/12/1 広島市 瀬戸内海のモニタリング 4 60 作野

7 第61回 2019/12/7 広島市 西日本豪雨 4 40 作野

8 第66回 2020/12/6 Online 瀬戸内海の環境 4 32 作野

9 第71回 2021/12/4 Online 商船高専・大学の練習船 5 38 作野

10 第76回 2022/9/4 呉市 海上保安・冒険 4 230 作野

11 第90回 2023/12/3 呉市 海洋・海事・新技術 4 120 作野

委員長No 大会 開催日 テーマ概要 講師数
参加者
数

2021年（コロナのためオンライン開催） 2022年（初めて海上保安大学校で開催） 2023年（呉市開催）

日本船舶海洋工学会 海洋教育推進委員会の全国行事における広島開催実績
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高専と共同で開催した海洋教育フォーラム例
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海保大と共同で開催した海洋教育フォーラム例
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船をテーマにした子供教室の開催

夏休みジュニアサイエンス「自然エネルギーを利用したエコロジー船の科学」
広島大学において夏休みに開催（2015-2023隔年開催，日本船舶海洋工学会助成事業）

参加者全員での記念撮影 波くい船の実験

船の復元力実験 バルサ船の制作 制作した船のレース



Transportation and 

Environmental Systems

Graduate School of Eng..

Hiroshima University

14

藻場観測用気球をテーマにした子供教室の開催

2008年 2009年 2010年 2011年

2012年 2013年 2014年 2015年

ひらめき☆ときめきサイエンス（2008-2021毎年開催，日本学術振興会助成事業）

2016年 2017年 2018年 2019年
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自治体向けリモセン教育・教科書出版

東広島市役所職員などを対象としたリモート
センシング講習会（2022・2023年開催）

https://www.spf.org/global-
data/opri/visual/rep02_vis_satellite.pdf
?fbclid=IwAR27LPFLIiSM9halkN8xfYvl
bTNabKMbY1nG8BOl9eZgHHZb-
rfi5QSlsjM

笹川平和財団から日本リモートセンシング学会に委託された海洋
リモートセンシングに関する現状と将来展望に関する報告書例

https://www.jstage.jst.go.jp/article/rssj/41/2/41_181/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/rssj/42/2/42_42.135/_pdf/-
char/ja

成山堂書店から2024年
３月出版予定

(交渉中)
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海洋リモートセンシング技術センター案

ブルーカーボン

広大
HOReST

呉市
連携

海洋探査用
ドローン基地

＜略称案＞
広島大学海洋リモートセンシング技術センター（HOReST: Hiroshima University Ocean Remote Sensing Technology center，藻場は海の

森[Forest]とも言われているのをかけている）
※愛称「ひろばる」（Hiroshima Validation：広島検証拠点，みんなが集まれる「広場」と「輪が広がる」の意味）
＜役割＞
☆衛星・現場・モデル・AIによる瀬戸内海のブルーカーボンの安定的算定・・・地域資源活用／新産業発掘
☆水中探査の自動運行船／ロボットの開発（世界規模コンテストの開催）・・・新技術開発／観光振興
☆海洋プラスチック探査・リサイクル拠点・・・新技術開発／地域産業育成
☆自然災害時に備えた海洋情報収集／緊急避難船拠点（海保大，高専などとの連携） ・・・地域の安心・安全
☆海洋教育・海洋リモートセンシング技術開発の拠点（海保大，高専，笹川平和財団などとの連携） ・・・海洋人材育成

ドローン/気球
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めざすべき地域衛星案
（広島独自の災害監視衛星センサ開発）

大学による開発

千葉工大 2002-
東大 2003-
東工大 2003-
日本大 2006-
香川大 2009-
東北大 2009-
早稲田大 2010-
鹿児島大 2010-
創価大 2010-
九州工大 2012-
大阪工大 2012-
和歌山大 2012-
信州大 2014-
帝京大 2014-
筑波大 2014-
大阪府大 2014-
多摩美大 2014-
九州大 2014-
東京理大 2014-
名古屋大 2014-

観太くん2002

まいど1号2009

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%AE%E5%AE

%87%E5%AE%99%E6%A9%9F%E3%81%AE%E4%B8%80%E8%A6%A7

約５０機
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まとめ

 海洋リモートセンシングの現状や役割の概要を説明した．

 広島大学で近年実施してきた研究の中から，海洋・GXに関わるリモー
トセンシング応用事例を６つ紹介した．

 海洋リモートセンシングの検証を広めるための海洋教育などの実践例や
学会のとりくみを紹介した．

 海洋リモートセンシング技術センター案や地域衛星打ち上げ案などの将
来像を紹介した．

 今後，リモートセンシング技術はますます発展し，インフラ化するだろ
う．しかし，海洋分野における同技術の活用はあまり進んでいないのが
現状である．呉市・広島大学 Town ＆ Gown 構想の枠組みで，企業
などとも連携して，海洋リモートセンシングが地域活性化や国際的な研
究拠点になるよう，様々な取り組みを推進して行きたい．


